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I. プロジェクトの基本情報 

1. 対象国名: 二カラグア  

2. 案件名: 地方自治行政能力強化プロジェクト 

3. 協力期間: 2015 年 1 月 23 日～2017 年 1 月 22 日 

4. 背景:  

ニカラグアの地方自治は、1987 年憲法の第 48 条および 1988 年の地方

自治体法(法律 40 号)により自治体の機能と参政権等が定められ、1990 年の

内戦終結後、1995 年の地方自治体首長選挙制度の導入、1997 年の地方開発

審議会制度の開始、2001 年の地方自治体予算規則法の施行(地方自治体歳入

による区分と、住民組織等への事業及び予算に関する相談の義務化)、2003

年の地方自治体交付金法(法律 466 号)制定(国家予算の１割を自治体に交付

する決定を含む)など、地方自治の制度が整備されてきた。（ニカラグアの行

政単位は中央政府と地方自治体(市)の２層。3-4 県を対象とする地域単位に

中央省庁の支所がある。大西洋岸の北部と南部に自治区が 2 か所あり、地方

自治体法と異なる自治区法により存在する。） 

  現オルテガ政権(サンディニスタ民族解放戦線: FSLN)は、整備されてき

た地方自治の制度基盤を活用し、住民の参加とエンパワーメントのさらなる

促進を通じて、貧困層に裨益する地方行政及び経済成長を目指し、地方自治

体法(法律 40 号)を 2012 年に改正した。改正地方自治体法により、「地方自

治体開発計画制度(SPMDH: System for Planning Municipal Development for 

Human(*))の推進」、「住民の行政への直接参加」が規定された。また、地方

自治体政策の推進を担う政府機関「地方自治振興庁(INIFOM: Institute of 

Nicaraguan Municipality Promotion)」は、省庁横断の全国社会経済計画審議

会の開催を担い、また、コミュニティ住民開発審議会/市住民開発審議会を

通じて形成された地方自治体の事業の実施に係る技術支援とともに、事業実

施のモニタリングと促進を担っている。 

  地方自治体は、事業の形成・計画作成・実施・モニタリング等に活用す

ることができる既存のマニュアル類が限られており、実務経験を有した人材

も少なく、円滑な事業に課題を有している。他方、地方自治体交付金法の運

用が 2010 年から強化され、国家予算の 1 割を自治体に交付することが徹底

され、固定資産税や事業税等の自治体の自己収入以外の財源が強化された。

地方自治体は、適切な会計報告と事業の実施運営管理・促進への取り組みを

強化することが喫緊の課題となっている。また、INIFOM には地方自治体の

事業実施に係る技術支援が強く求められており、そのための体制と能力の強

化が喫緊の課題となっている。 

  こうした状況において、ニカラグア政府はニカラグアの実情に適した地
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方自治体の事業計画作成プロセスを全国に定着させるために必要な、プロセ

スの確立と INIFOM の能力強化を目的とする本プロジェクトをわが国に要

請した。 

  JICA は上記要請を受けて 2014 年 6-7 月に予備調査を、同年 9 月に詳細

計画策定調査を実施し、INIFOM との協議を通じて、住民開発審議会から地

方自治体に要請されるプロジェクト群から中長期的に開発効果の高い事業

を自治体が戦略的に選択・実施するためには、自治体が中期開発計画を作成

することの必要性に合意した。自治体が中期開発計画を作成するプロセスの

確立と、自治体の中期開発計画作成を支援する INIFOM の能力強化を目的と

して 2 年間の技術協力プロジェクトを実施することとした。 

5. 上位目標及びプロジェクト目標 

 上位目標: 市中期開発計画策定対象市において、市中期開発計画に沿った

事業が実施される。 

 プロジェクト目標: 市中期開発計画を策定する持続可能な仕組みが、パイ

ロット市と協力して INIFOM により導入・実施される。 

6.  実施機関: 地方自治振興庁（Instituto Nicaragüense de Fomento Municipal / 

INIFOM） 

 

II. プロジェクトの結果 

1. プロジェクトの結果  

1-1. 日本側投入 

（1） 日本側投入額: 159 百万円 

（2） 専門家派遣: 

長期 2 名（自治体振興支援、自治体中期開発計画作成支援／業務調整）

短期 2 名（地方行財政、研修策定手法／研修プログラム策定） 

（3） 研修員受入: 33 名（本邦研修 2 回） 

 第一回（2015 年）: 20 名／日本の自治体による開発計画策定について 

 第ニ回（2016 年）: 13 名／日本の自治体による開発計画運用について 

（4） 機材供与: 4.2 百万円（プロジェクト車両 1 台） 

（5） 在外事業強化費: 13.9 百万円 

 プロジェクトスタッフ、ローカルコンサルタント等の人件費 

 プロジェクト車両維持・運営費 

 PC 等機材購入費 

 通信費他 

1-2. ニカラグア側投入 

（1） カウンターパート配置:  
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 1 年目: 中央レベル 1 名（市開発計画策定課／INIFOM）、地方レベル 2

名（第 4・第 6 地域事務所／INIFOM） 

 2 年目: 地方レベル 7 名（第 2・第 3・第 4・第 6 地域事務所／INIFOM） 

（2） 執務室の提供等: 

 プロジェクトチーム執務室 

 プロジェクト専用の会議室 

（3） その他先方政府負担 

 水高熱費 

 執務室及び会議室における通信費他 

1-3. 活動 

成果 1:市中期開発計画(PMDH)策定のための実務上の方法論をまとめたガイ

ドラインが、パイロット市の協力を得て作成される。 

1-1. 地方自治体開発計画制度(SPMDH)に関する情報並びに、全国の各自治

体の市中期開発計画(PMDH)策定にかかる構想を、収集・分析する。 

1-2. 諸外国の市開発中期計画に関する情報を収集・分析する。 

1-3. 1-1、1-2 の結果を踏まえ、実務上の方法論をまとめたガイドライン(案)

（ver.0）を作成する。 

1-4. パイロット市(1 年目の 3 市)の中期開発計画策定において、ガイドラ

イン(案)（ver.0）を試行・検証する。 

1-5. 1-4 から得た情報及び既存の市情報システムを収集・分析する。 

1-6. 1-4、1-5 に基づきガイドライン(案)（ver.1）を作成する。 

1-7.  パイロット市(2 年目の 6 市)での市中期開発計画策定を通じて、ガイ

ドライン(案)（ver.1）を試行・検証する。 

1-8. 1-7 の結果を踏まえガイドライン（最終案）を作成するとともに、地

方自治体開発計画制度(SPMDH)の改善を行う。 

1-9. パイロット市（1 年目 3 市）の中期開発計画策定後をフォローアップ

し、計画策定後の計画運用面での課題をガイドライン（最終案）にフ

ィードバックする。 

成果 2: 市中期開発計画(PMDH)策定を地方自治振興庁(INIFOM)が支援する

現実的かつ効果的な計画及び手法が、パイロット市の協力を得て確立され

る。 

2-1. 1-4、1-5 を踏まえ市中期開発計画(PMDH)策定を INIFOM が支援する

実施マニュアル(案)（ver.0）を作成する。 

2-2. パイロット市の協力を得て、INIFOM の市中期開発計画策定支援実施

マニュアル(案)（ver.0）を試行・検証する。 

2-3. 2-2 に基づき市中期開発計画策定支援実施マニュアル(最終案)を作成
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する。 

成果 3: 市中期開発計画(PMDH)策定にかかる実践的な研修プログラムが、パ

イロット市の協力を得て確立される。 

3-1. 市中期開発計画(PMDH)策定に寄与する既存情報ツールの活用可能性

について診断・判定する。 

3-2. 市中期開発計画(PMDH)策定にかかる研修プログラム（案）を作成す

る。 

3-3. 市中期開発計画(PMDH)策定にかかる研修プログラム（案）をパイロ

ット市と協力して試行する。 

3-4. 市中期開発計画(PMDH)策定にかかる研修プログラム（案）を見直し、

最終化する。 

3-5. 市中期開発計画(PMDH)策定にかかる研修プログラムを実施する。 

 

 【主要な活動の変更】 

 成果品の統合:  

活動内容には変更はないが、成果 1 及び成果 2 の成果品である「市

中期開発計画（PMDH）策定のための実務上方法論をまとめたガイドラ

イン」及び「市中期開発計画策定を INIFOM が支援する実施マニュアル」

の策定において、自治体及び INIFOM 双方のユーザー側の利便性に配慮

した結果、PMDH を策定する自治体側、並びに PMDH 策定を支援する

INIFOM 側の双方が必要とする共通の内容で構成された「市中期開発計

画（PMDH）策定ガイド」として統合して作成することとした。 

他方で、成果 3 の活動「市中期開発計画（PMDH）策定にかかる研

修プログラム作成」において、研修カリキュラム及び教材を自治体技術

者用と INIFOM 技術者用を区別して作成することで（一部共用）、自治

体及び INIFOM 側の双方に必要な内容を包括している。 

 活動の追加:  

2016 年 6 月 30 日に開催された合同調整委員会において、市中期開

発計画（PMDH）の運用面での課題のフィードバックを目的として、パ

イロット市 1 年目 3 市に対する PMDH 策定後のフォローアップを活動

として追加することが合意された。 

 

2. プロジェクトの成果 

2-1.  成果及び指標 

（1） 成果 1: 市中期開発計画(PMDH)策定のための実務上の方法論をまとめた

ガイドラインが、パイロット市の協力を得て作成される。 
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表 1. 成果 1 の指標 1 

指標 1: パイロット各市のユーザーが策定手引書に満足する。 

指標の入手手段  パイロット市のユーザーへのアンケート調査 

達成状況: プロジェクトの活動において、パイロット市は「PMDH 策定にかかる

研修プログラム」参加による手法の理解を通じて PMDH 策定を行っており、また、

同研修プログラムの実施及び実施後のフォローアップ活動の結果を通じて PMDH

策定ガイドの取り纏めが行われた背景から、PMDH 策定ガイドに対する「パイロ

ット市のユーザーへのアンケート調査」ではなく、PMDH 策定手法及び研修プロ

グラムへの満足度を測るため当該ユーザー（パイロット市の計画策定担当官、並

びに同市への支援を担当する INIFOM 地域事務所技術者）の参加による評価会を

実施した。評価会では、参加者たちの PMDH 策定手法に対する高い満足度が確認

された。 

 

（2） 成果 2: 市中期開発計画（PMDH）を地方自治振興庁（INIFOM）が支援

する現実的かつ効果的な計画及び手法が、パイロット市の協力を得て確

立される。 

 

表 2. 成果 2 の指標 1 

指標 1: 市政府への支援サービス提供にかかわる INIFOM 技術者数 

指標の入手手段  支援プログラムの実施マニュアルにある INIFOM 技術者リスト 

達成状況: INIFOM 地域事務所による自治体への既存の支援体制を活かし、地域事

務所技術者による担当自治体への研修指導を行う支援システムが、パイロット市

との活動を通じて試行・確立された。 

INIFOM 地域事務所のよる自治体への支援は既存のシステムとして制度化さ

れているため、PMDH 策定ガイド内に技術者リストは記載していない。プロジェ

クトの活動を通して、パイロット市に対する支援サービスを実施した INIFOM 地

域事務所技術者は次の通り。 

 

INIFOM 技術者リスト（市計画策定担当官向け研修） 

No. 氏名 役職・所属先 

1 Ada Francis Hernandez INIFOM・第 2 地域事務所 

2 Hazel Muñoz Zeledón INIFOM・第 2 地域事務所 

3 Mabel Pamela Tinoco INIFOM・第 3 地域事務所 

4 Ana Patricia Corea INIFOM・第 4 地域事務所 

5 Luis Miguel Callejas INIFOM・第 4 地域事務所 

6 Martín Vega Pastora INIFOM・第 4 地域事務所 
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7 Julio César Palma García INIFOM・第 4 地域事務所 

8 Carlos Hernandez INIFOM・第 6 地域事務所 

9 Hazzel Mairena INIFOM・第 6 地域事務所 

   
 

 

表 3. 成果 2 の指標 2 

指標 2: INIFOM 技術者のすべてが市政府への支援サービス提供の重要性を理解す

る 

指標の入手手段  支援プログラムに参加する INIFOM 技術者へのインタビュー結

果 

達成状況: プロジェクトの活動範囲において、中央及び全国 8 地域事務所を含む

全ての INIFOM 技術者に対する PMDH 策定にかかる理解の促進を図ることは叶わ

なかったが、パイロット市への支援に携わった 4 地域事務所の技術者たちからは、

PMDH 策定手法及び研修プログラムの評価会での聞き取りにおいて、支援サービ

スとして実施された PMDH 研修プログラムに対する高い評価が得られた。 

 

表 4. 成果 2 の指標 3 

指標 3: パイロット市のすべてのユーザーが INIFOM の支援サービスに満足する。 

指標の入手手段  パイロット市のユーザーへのインタビュー結果 

達成状況: PMDH 策定手法及び研修プログラムに対する評価会において、参加した

パイロット市の技術者から INIFOM の支援サービスとして実施された自治体技術

者向け PMDH 研修プログラムに対する聞き取りを実施し、高い満足度が確認され

た。 

  また、後述のパイロット市に対する自治体技術者向け研修プログラムの実施

時に行ったアンケート調査においても、評価会同様に高い評価が得られた。 

 

（3） 成果 3: 市中期開発計画（PMDH）策定にかかる実践的な研修プログラム 

が、パイロット市の協力を得て確立される。 

 

表 5. 成果 3 の指標 1 

指標 1: 各科目にかかる研修実施数 

指標の入手手段  PMDH 研修プログラムにかかるカリキュラムと研修講師リス

ト 
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達成状況: PMDH 研修プログラムの作成では、自治体技術者向けの研修カリキュ

ラム及び教材に加え、INIFOM 技術者向けファシリテーター育成用の研修カリキ

ュラム及び補足教材を作成し、それぞれの研修をパイロット市技術者、並びに同

パイロット市を管轄する INIFOM 地域事務所技術者に対して実施した。 

 

PMDH 研修プログラム実施回数 

 ① INIFOM 技術者指導用（ToT） ② 自治体技術者指導用 

対象者 INIFOM 地域事務所技術者 パイロット市計画策定担当官 

実施者 プロジェクトチーム INIFOM 地域事務所技術者 

実施回数 4 回（4 日間） 5 回（5 日間） 

受講者数 9 名 13 名 

 

研修プログラムカリキュラム 1（INIFOM 技術者指導用） 

 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 

午
前 

導入 

現状分析 

戦略目標の優

先順位付け 

ﾋﾞｼﾞｮﾝ 

組織強化計画 

・内部分析 

・戦略ﾏﾄﾘｯｸｽ 

開発計画 

・ｾｸﾀｰ分析 

開発計画 

・戦略ﾏｯﾌﾟ 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの役

割 

午
後 

組織強化計画 

・外部分析 

 

組織強化計画 

・戦略ﾏｯﾌﾟ 

開発計画 

・業務軸 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

・戦略ﾏｯﾌﾟ 

PMDH の起草 

手法のおさら

い 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの準

備 

 

研修プログラムカリキュラム 2（自治体技術者指導用） 

 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 

午
前 

導入 

現状分析 

戦略目標の優

先順位付け 

ﾋﾞｼﾞｮﾝ 

組織強化計画 

・内部分析 

組織強化計画 

・おさらい 

開発計画 

・ｾｸﾀｰ分析 2 

 

開発計画 

・戦略ﾏｯﾌﾟ 

午
後 

組織強化計画 

・外部分析 

組織強化計画 

・戦略ﾏﾄﾘｯｸｽ 

・戦略ﾏｯﾌﾟ 

開発計画 

・ｾｸﾀｰ分析 1 

・業務軸 1 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 1 

開発計画 

・業務軸 2 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2 

・戦略ﾏｯﾌﾟ 

PMDH の起草 

手法のおさら

い 
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研修講師リスト（自治体技術者指導用研修） 

No. 氏名 役職・所属先 

1 Ada Francis Hernandez INIFOM・第 2 地域事務所 

2 Hazel Muñoz Zeledón INIFOM・第 2 地域事務所 

3 Mabel Pamela Tinoco INIFOM・第 3 地域事務所 

4 Ana Patricia Corea INIFOM・第 4 地域事務所 

5 Luis Miguel Callejas INIFOM・第 4 地域事務所 

6 Martín Vega Pastora INIFOM・第 4 地域事務所 

7 Julio César Palma García INIFOM・第 4 地域事務所 

8 Carlos Hernandez INIFOM・第 6 地域事務所 

9 Hazzel Mairena INIFOM・第 6 地域事務所 

   
 

 

表 6. 成果 3 の指標 2 

指標 2: すべての研修に参加したパイロット市職員が研修プログラムに満足する 

指標の入手手段  PMDH の策定と実施にかかる研修プログラム評価報告書 

達成状況: 研修を受講した INIFOM 地域事務所技術者及びパイロット市技術者を

対象に行った、PMDH 策定手法及び研修プログラムの評価会での聞き取り調査に

おいて、参加者たちの高い満足度を確認した。 

 

表 7. 成果 3 の指標 3 

指標 3: すべてのパイロット市の研修参加者が PMDH 策定に必要な能力を習得す

る 

指標の入手手段  研修プログラムにかかる参加者へのテストまたはアンケート結

果 

達成状況:自治体技術者指導用研修プログラムの参加者 13 名を対象に、「PMDH 策

定手法の理解度」及び「研修教材（の使い勝手）」についてアンケート調査を実施

した。4 段階の評価（4：とても良い、3：良い、2：普通、1：要改善）で「PMDH

策定手法の理解度」の参加者平均が 3.58、また「研修教材（の使い勝手）」が同

3.66 と高い評価を得ており、研修参加者による PMDH 策定手法の習熟度は高いと

判断できる。 

 

研修プログラム参加者へのアンケート調査結果 1（手法の理解度） 

研修科目 参加者平均値 
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0. 導入 3.69 

1. 現状分析 3.53 

2. 戦略目標の優先順位付け 3.61 

3. ﾋﾞｼﾞｮﾝ 3.53 

4. 組織強化計画 3.42 

5. 開発計画 3.61 

6. PMDH の起草 3.69 

Total  

  註）アンケート調査は各研修科目をより詳細な項目に分けて実施 

 

研修プログラム参加者へのアンケート調査結果 2（研修教材） 

研修科目 参加者平均値 

0. 導入 3.69 

1. 現状分析 3.61 

2. 戦略目標の優先順位付け 3.76 

3. ﾋﾞｼﾞｮﾝ 3.76 

4. 組織強化計画 3.60 

5. 開発計画 3.60 

6. PMDH の起草 3.61 

Total 3.66 

  註）アンケート調査は各研修科目をより詳細な項目に分けて実施 

 

2-2 プロジェクト目標及び指標 

（1） プロジェクト目標: 市中期開発計画を策定する持続可能な仕組みが、パイ

ロット市と協力して INIFOM により導入・実施される。 

 

表 8. プロジェクト目標の指標 1 

指標 1: INIFOMによりPMDH策定のための実務上の方法論をまとめたガイドライ

ンが承認される。 

指標の入手手段  INIFOM の承認文書 

達成状況: INIFOM により、PMDH 策定ガイドの承認、並びに同ガイド及び研修プ

ログラムを活用した PMDH 策定モデルの全国展開が確約された。 

 

表 9. プロジェクト目標の指標 2 

指標 2: INIFOM 内部で PMDH 策定にかかる支援システムが制度化される。 
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指標の入手手段  INIFOM の職務分担表 

達成状況: INIFOM 地域事務所による自治体への既存の支援体制を活かし、地域事

務所技術者による担当自治体への研修指導を行う支援システムが、パイロット市

との活動を通じて試行・確立された。 

  今後、INIFOM 内での正式な制度化には、プロジェクト活動では対象外であっ

た残りの地域事務所（4 事務所）に対する INIFOM 技術者向け研修の実施、並びに

同研修の実施主体の確保が課題となる。 

 

表 10. プロジェクト目標の指標 3 

指標 3: 地方自治体に対する研修プログラムが INIFOM によって承認される。 

指標の入手手段  INIFOM の承認文書 

達成状況: 指標 1 と同様に、INIFOM による PMDH 策定ガイドの承認、並びに同

ガイド及び研修プログラムを活用した PMDH 策定モデルの全国展開が確約され

た。 

 

3. PDM の改訂実績 

（1） 活動の追加:  

2016 年 6 月 30 日に開催された合同調整委員会において、市中期開

発計画（PMDH）の運用面での課題のフィードバックを目的として、パ

イロット市 1 年目 3 市に対する PMDH 策定後のフォローアップを活動と

して追加することが合意された。 

（2） 成果品の統合:  

PDM の成果や活動内容の改訂は要していないが、成果 1 及び成果 2

の成果品である「市中期開発計画（PMDH）策定のための実務上方法論

をまとめたガイドライン」及び「市中期開発計画策定を INIFOM が支援

する実施マニュアル」の策定において、自治体及び INIFOM 双方のユー

ザー側の利便性に配慮した結果、PMDH を策定する自治体側、並びに

PMDH 策定を支援する INIFOM 側の双方が必要とする共通の内容で構成

された「市中期開発計画（PMDH）策定ガイド」として統一することと

した。 

一方で、成果 3 の活動「市中期開発計画（PMDH）策定にかかる研

修プログラム作成」において、研修カリキュラム及び教材を自治体用と

INIFOM 用を区別して作成することで（一部共用）、自治体及び INIFOM

側の双方に必要な内容を包括した。 
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III. レビュー結果 

1. DAC 評価項目によるレビュー結果 

（1） 妥当性: 

二カラグア政府は、「地方自治体開発計画制度の推進」を改正自治体

法に規定して取り組んできており、2017 年 1 月に発足した新政権が掲げ

る政策目標「住民の優先課題に対する効果的・効率的な事業実施」にも

合致する。 

また、国の最上位計画である「国家人間開発計画（PNDH: Plan 

Nacional de Desarrollo Humano）」の長期的な枠組みの中で、短期的な住

民ニーズを踏まえた効果的・効率的な「年間事業計画（PIA）」の策定の

ため、中長期的な視点による開発計画策定を急務とする自治体の開発ニ

ーズとの整合性も高いと判断できる。 

 

（2） 有効性:  

  成果レベルでは、II.2.2-1「成果と指標」で述べた通り、アプローチ

の違いや既存の体制やシステムの活用による成果達成を図ったことで、

一部指標通りではないものの、成果の達成に至っている。 

  プロジェクト目標では、指標 2 において今後の課題が残っているも

のの、PMDH 策定ガイド、研修プログラム及び研修教材の承認、並びに

これらを活用した PMDH 策定モデルの全国展開が INIFOM により確約さ

れており、プロジェクト目標は概ね達成されたと判断できる。 

 

（3） 効率性:  

事業費は下記の通り事前評価時の計画額以内で実施され、また事業

期間も計画通りに実施されていることから、効率性は高いと判断できる。 

 

ア. 事業費 

事前評価時協力金額 171 百万円 

実績 159 百万円 

 

イ. 事業期間 

計画 2 年（2014 年 10 月 25 日～2016 年 10 月 24 日） 

実績 2 年（2015 年 1 月 23 日～2017 年 1 月 22 日） 

 

（4） インパクト:  

  IV.1「上位目標達成の見込み」で後述の通り、プロジェクトの目標の



PM Form 4 Project Completion Report 

達成状況、並びに INIFOM による PMDH 策定モデルの全国展開への高い

意欲から、上位目標達成の見込みは高い。また、PMDH 策定が先行する

1 年目のパイロット市では、2017 年度の年間事業計画・年間活動計画に

おいて PMDH に沿った案件が既に承認されている。 

 

（5） 持続性:  

妥当性で上述した開発ニーズとの合致や PMDH 策定の全国レベルで

の推進を目指す INIFOM の意向に加えて、INIFOM を介した地方自治体へ

の中央政府の強いイニシアティブから、政策面の継続の見込みは高いと

言える。 

一方で、IV.1「上位目標達成の見込み」で後述の通り、今後、INIFOM

の限られた人員体制下における全国 153 市への PMDH 策定モデルの普及

には、全地域事務所をはじめ INIFOM 全体の組織能力の強化や、INIFOM

の支援のみに頼らない自治体間での水平展開のシステムの構築が課題と

なる。 

 

2. プロジェクトの実施と成果に影響を与えた主な要因 

該当なし 

3. プロエクトのリスク管理結果にかかる評価 

該当なし 

4. 教訓 

該当なし 

 

IV. プロジェクト完了後の上位目標達成に向けて 

1. 上位目標達成の見込み 

 上位目標: 市中期開発計画策定対象市において、市中期開発計画に沿った

事業が実施される。 

 

表 11 上位目標の指標 1 

指標 1: 策定された PMDH の数 

指標の入手手段  INIFOM の PMDH にかかるリスト 

達成状況: II.2-2「プロジェクト目標及び指標」で前述の通り、INIFOM は PMDH

策定ガイド及び研修プログラムを活用したPMDH策定モデルの全国展開を確約し

ている。また、既に全自治体の市長を前に PMDH 策定を推進する旨が発表されて

おり、自治体に対する INIFOM の強いイニシアティブも考慮すると、今後、PMDH

を策定する自治体数が増加していくことが期待できる。 
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一方で、III.1.（3）「持続性」での言及の通り、対象自治体が全国 153 市と広

範囲に及ぶ PMDH 策定の推進には、自治体への直接的な指導を担当する INIFOM

の全地域事務所の能力強化をはじめ、INIFOM の支援のみに頼らない自治体間での

水平展開の体制構築の他、PMDH 研修実施状況や自治体の PMDH 策定状況、また、

策定後の PMDH の承認や登録といった INIFOM 中央による一元の管理システムの

構築が肝要となる。 

 

表 12 上位目標の指標 2 

指標 2: PMDH に沿って実施された案件数 

指標の入手手段  市情報システム（SIM）を通じた報告書 

達成状況: PMDH 策定が先行する 1 年目のパイロット市で、2017 年度の年間事業

計画・年間活動計画において PMDH に沿った案件が既に承認されたことが報告さ

れており、今後他の自治体における PMDH 策定数に比例して、PMDH に沿って実

施される案件数が増加していくことが見込まれる。 

他方で、PMDH に沿って実施される案件を通じた中長期的な開発効果の発現

には、PMDH の策定のみならず、策定後の実施及びモニタリング評価やその結果

のフィードバックによる計画改訂といった、一連の PDCA サイクルにかかる基本

的枠組みの構築や運用体制の整備が引き続き求められている。 

 

2. 上位目標の達成に向けたニカラグア側の実施体制と活動計画 

（1） プロジェクト第 2 フェーズの実施:  

上述の通り、全国 153 市への PMDH 策定モデルの普及には、全地域

事務所をはじめ INIFOM 中央の組織体制及び能力の強化や、自治体間で

の協力体制の構築、並びに PMDH 策定後の一連の PDCA サイクルにかか

る基本的枠組みの構築や運用体制の整備が急務となっている。係る状況

を鑑みて、2016 年 8 月に INIFOM はプロジェクトの第 2 フェーズの実施

を日本側に要請し、採択されている。2017 年 4 月に予定されている詳細

計画策定調査を経て、同年 9月頃のプロジェクト開始が見込まれている。 

 

（2） 自治体間での協力体制の構築:  

プロジェクト終了時点において、INIFOM による PMDH 策定モデル

の全国普及を補完する仕組みとして、県都にあたる自治体による同県他

市への支援体制の構築が検討されている。 

 

（3） INIFOM 中央／自治体計画策定課技術者による PMDH 手法の習得:  

  また、INIFOM 中央における PMDH の策定状況や研修実施状況の一
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元管理、内容のチェック、承認体制やシステムの構築の足掛かりとして、

プロジェクト終了後のフォローアップ要員として引き続き INIFOM 内で

活動するローカルコンサルタントによる、INIFOM 中央・自治体計画策定

課の技術者に対する、PMDH 研修（計 3 日間の縮小版）の実施が計画さ

れている。 

 

3. ニカラグア側への提言 

（1） PMDH 策定にかかる INIFOM 中央の実施体制 

  自治体によって PMDH 策定が行われる現場レベルで必要な支援プロ

グラムについては、今回のプロジェクトにおける INIFOM 地域事務所を

通じた活動・成果によって基本的な枠組みが整理・構築されたと言える。   

一方で、INIFOM 中央における、PMDH 研修実施状況や自治体の

PMDH 策定状況、また、策定後の PMDH の承認や登録といった一元管理

のシステム構築、加えて、PMDH 策定後の一連の PDCA サイクルにかか

る基本的枠組みの構築や運用体制の整備に対する取り組みには、地域事

務所や自治体計画策定課のみならず、モニタリング課や情報システム課

をはじめとする、INIFOM 内の多岐に亘る部署の参加が必須となる。 

今後の INIFOM の組織をあげての取り組みのためには、まずは

INIFOM 中央内で広く PMDH 策定手法に対する理解の促進が前提条件と

なり、また、その中核となるべく PMDH 策定にかかる担当官の配置が望

まれる。 

 

（2） 自治体間での協力体制の構築 

  INIFOM 地域事務所による自治体に対する支援プログラムの実施が、

技術的に可能であることはプロジェクトの活動を通じて実証された。一

方で、INIFOM の限られた人員や各職員が抱える業務量、また、全国 153

市に対する直接的な支援に必要とするマンパワーを考慮すると、INIFOM

による支援プログラムを補完する支援体制の構築を検討すべきである。 

  今回のプロジェクト活動において、パイロット市の技術者間での相

互扶助は自発的に行われ、各市の PMDH 策定の進捗に良い結果をもたら

していることが確認されている。一方で、PMDH 策定済みの自治体によ

る後発自治体に対する相互扶助の枠を超えた支援のためには、INIFOM に

よる調整下、または制度化を通じた実施が望まれる。 

 

4. プロジェクト完了後のモニタリング計画 

（1） PMDH 策定完了までパイロット市へのモニタリング及びフォロー:  
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プロジェクトの終了時点では、パイロット市 1 年目 3 市は全ての

PMDH 策定プロセスがほぼ完了しており、残すは計画の起草のみとなっ

ている。また 2 年目 6 市は、いずれも 4 フェーズある策定プロセスのう

ち第 3 フェーズの完了までの進捗が確認されている。 

  1 年目 3 市は 2017 年 2 月 7 日まで、2 年目 6 市は同 2 月 28 日まで

の PMDH 策定完了を目指しており、策定完了までの引き続きのモニタリ

ング及びフォローアップが求められる。 

 

（2） PMDH 策定後のパイロット市へのモニタリング及びフォロー:  

  プロジェクト終了時点までに、パイロット市 1 年目 3 市から、2017

年度の年間事業計画及び年間活動計画における PMDH に沿った案件の承

認が報告されたが、案件内容の詳細まで確認するには至っていない。 

また、上述の通り 2017 年 2 月中のパイロット全 9 市による PMDH

策定の完了を経て、同年 8 月頃からは策定済みの PMDH に沿った年間事

業計画の策定が本格化する見込みであり、PMDH に沿った案件形成・実

施における課題の確認のため、PMDH 策定後も継続したパイロット市の

モニタリング並びにフォローアップが肝要である。 

   

添付資料:  

1. プロジェクト投入実績 

1-1. 日本人専門家派遣実績 

1-2. カウンターパート配置実績 

1-3. 本邦研修実施実績 

2. 成果品リスト 

3. プロジェクトデザインマトリックス（PDM） 

3-1. Ver.1（2014 年 12 月 12 日詳細計画策定調査 R/D 締結時） 

3-2. Ver.2（2016 年 6 月 30 日運営指導調査 M/M 締結時） 

4. 討議議事録（R/D）, 協議議事録（M/M） 

4-1. R/D 写し（2014 年 12 月 12 日） 

4-2. M/M（2015 年 7 月 1 日） 

4-3. M/M 及びモニタリングシート写し（2016 年 6 月 30 日） 

5. その他 

5-1. 成果品承認文書（写） 

5-2. 評価会議事録（写） 

 

別冊資料: 成果品 



添付資料 1. プロジェクト投入実績 

 

1-1. 日本人専門家派遣実績 

 氏名 指導科目 派遣期間 

1 野澤 俊博 自治体振興支援 2015年 1月 23日～2016年 1月 22日 

2 柳川 和則 
自治体中期開発計画

策定支援/業務調整 
2015年 5月 29日～2017年 1月 22日 

3 世古 明也 地方行財政 

第一次派遣: 2016 年 2 月 22 日～5 月 21 日 

第二次派遣: 2016 年 6 月 17 日～7 月 31 日 

2016 年 8 月 25 日～10 月 14 日 

第三次派遣: 2017 年 1 月 3 日～1 月 22 日 

4 朝戸 恵子 
開発計画策定手法/研

修プログラム策定 

第一次派遣: 2016 年 4 月 4 日～6 月 2 日 

第二次派遣: 2016 年 9 月 4 日～11 月 2 日 

第三次派遣: 2017 年 1 月 8 日～1 月 22 日 

 

1-2. ウンターパート配置実績 

 氏名 役職 所属 

 プロジェクト 1 年目 

1 Tamara Alonzo ﾌｫﾛｰｯﾌﾟ･ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ担当技術者 自治体計画策定課／INIFOM 

2 Ana Patricia Corea 地域開発担当技術者 第 4 地域事務所／INIFOM 

3 Hazzel Mairena 地域開発担当技術者 第 6 地域事務所／INIFOM 

 プロジェクト 2 年目 

4 Ada Francis Hernandez 地域開発担当技術者 第 2 地域事務所／INIFOM 

5 Hazel Muñoz Zeledón 地域開発担当技術者 第 2 地域事務所／INIFOM 

6 Mabel Pamela Tinoco 地域開発担当技術者 第 3 地域事務所／INIFOM 

- Ana Patricia Corea 地域開発担当技術者 第 4 地域事務所／INIFOM 

8 Luis Miguel Callejas 地域開発担当技術者 第 4 地域事務所／INIFOM 

9 Martín Vega Pastora 地域開発担当技術者 第 4 地域事務所／INIFOM 

10 Julio César García 地域開発担当技術者 第 4 地域事務所／INIFOM 

11 Carlos Hernandez 地域開発担当技術者 第 6 地域事務所／INIFOM 

- Hazzel Mairena 地域開発担当技術者 第 6 地域事務所／INIFOM 

 

1-3. 本邦研修実施実績 

本邦研修① 研修名: ニカラグア自治体開発計画策定能力強化研修 1 

研修目的 日本の自治体の計画策定に関する理論と事例を学んだうえで、プロジ



ェクトで作成する中期開発計画のガイドライン案の方向性及び基本的

な枠組みを確認する。 

研修項目 日本の地方行政【基礎知識】、参加型地域社会開発の JICA の経験、日

本の自治体・計画策定及び財政【概論】、日本の自治体総合計画の先進

事例、計画策定に必要な能力【理論と演習】、ケーススタディ（福知山

市の総合計画、広島市の戦後復興計他）、ワークショップ（ケーススタ

ディを用いた総合計画策定プロセス、計画策定のためのマクロアプロ

ーチ他）、ディスカッション、平和学習 

参加者 パイロット候補市の市長・計画策定担当技術者及び INIFOM 職員 

1. Rosalpina Pineda／ヒノテガ市副市長 

2. Pedro Zeas／ヒノテガ市技術者 

3. Manuel Pinell／シウダ・サンディーノ市市長 

4. Mark Rivera／シウダ・サンディーノ市技術者 

5. Ligia Ramirez／ティクアンテペ市市長 

6. Luis Garcia／ティクアンテペ市技術者 

7. Fernando Baltodano／ディリアンバ市市長 

8. Katherine Mejia／ディリアンバ市技術者 

9. Guissela Lacayo／レオン市副市長 

10. Julia Aguilar／レオン市技術者 

11. Clarissa Vivas／ニンディリ市市長 

12. Narling Sequeira／ニンディリ市技術者 

13. Carlos Aldana／マサヤ市技術者 

14. Leonardo Mendieta／ヒノテペ市技術者 

15. Donis Espinoza／エステリ市技術者 

16. Karen Aguilar／INIFOM 第 2 地域事務所長 

17. Gustavo Arguello／INIFOM 中央技術者 

18. Ivan Cuadra／INIFOM 中央技術者 

19. Adalina Mendoza／INIFOM 中央技術者 

実施機関 独立行政法人国際協力機構 関西国際センター 

委託機関 学校法人龍谷大学 エクステンションセンター 

 

本邦研修② 研修名: ニカラグア自治体開発計画策定能力強化研修 2 

研修目的 日本の地方自治体における総合計画の策定後の運用に関する理論と事

例を学び、プロジェクトで作成を支援している中期開発計画、並びにガ

イドライン案を、中期開発計画の運用面から確認し、その改善・強化を

図るもの。 



研修項目 住民主体の地域開発と地方行政のあり方、日本の地方行政【基礎知識】、

日本の自治体・総合計画の運用のあり方（実施計画と財政計画）、日本

の自治体・総合計画の枠組設定と先進事例、中小自治体の総合計画の 

運用のあり方、中小自治体の総合計画の概要、開発現場の視察（産業政

策/地域開発振興計画/観光開発政策/地域農業/農村開発政策/環境・衛生

計画/防災計画）とそのリフレクション、ワークショップ・ディスカッ

ション（計画策定に必要な能力: データの収集方法、データの分析方法

他） 

参加者 パイロット市の計画策定担当技術者及び INIFOM 職員 

1. Jorge Vega／マサヤ市技術者 

2. Oliver Castro／ヒノテガ市技術者 

3. Jimmy Zapata／ラ・パス・セントロ市技術者 

4. Elvin Cruz／サン・フランシスコ・リブレ市技術者 

5. Jairo Matamoros／シウダ・ダリオ市技術者 

6. Jonathan Garcia／セバコ市技術者 

7. Juana Jimenez／ラ・パス・デ・カラソ市技術者 

8. Eddys Mercado／ティスマ市技術者 

9. Maryolet Garcia／INIFOM 中央技術者 

10. Ada Hernandez／INIFOM 第 2 地域事務所技術者 

11. Mabel Tinoco／INIFOM 第 3 地域事務所技術者 

12. Ana Corea／INIFOM 第 4 地域事務所技術者 

13. Carlos Hernandez／INIFOM 第 6 地域事務所技術者 

実施機関 独立行政法人国際協力機構 関西国際センター 

委託機関 学校法人龍谷大学 エクステンションセンター 

 



添付資料 2. 成果品リスト 

 

 成果品名 

1 市中期開発計画（PMDH）策定ガイド 

2 市中期開発計画（PMDH）研修プログラム・自治体技術者指導用カリキュラム 

3 市中期計画計画（PMDH）研修プログラム・共通教材 

4 市中期開発計画（PMDH）研修プログラム・INIFOM技術者指導用カリキュラム 

5 市中期開発計画（PMDH）研修プログラム・INIFOM技術者指導用補足教材 

6 市中期開発計画（PMDH）研修プログラム・INIFOM技術者指導用事例資料 
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添付資料 3. プロジェクトデザインマトリックス（PDM） 

 

3-1. Ver.1（2014年 12月 12日詳細計画策定調査 R/D締結時） 

 

Marco Lógico (Matriz de Diseño de Proyecto: PDM) 

Nombre del Proyecto: Proyecto para Fortalecimiento a la Gestión Municipal para el Desarrollo Local.  

Institución a cargo: Instituto Nicaragüense de Fomento Municipal (INIFOM). 

Grupo Meta: Dirección de Planificación / INIFOM, Departamento de Planificación /Municipalidades Pilotos. 

Período de ejecución del proyecto: 2 años aproximadamente. 

Lugar del Proyecto: Managua y algunos municipios. 

Ver.1: 12 de Diciembre del 2014 

Resumen del Proyecto Indicadores de Verificación Medios de Verificación Supuestos Importantes 

Objetivo Superior  
Plan Municipal de Desarrollo Humano (PMDH) está 
funcionando en los Municipios Seleccionados. 

1. Numero de PMDH.  
2. Número de proyectos 

ejecutados alineados al PMDH. 

1. Lista de PMDH de INIFOM. 
2. Reporte del Sistema de 

Información Municipal (SIM)   

 

Objetivo del Proyecto 

El marco sostenible para el desarrollo de PMDH es activado 
por INIFOM con la colaboración de las municipalidades 
pilotos.  

1． Guía Metodológica para el 
desarrollo de PMDH es 
autorizada por INIFOM. 

2． El programa de apoyo para el 
desarrollo del PMDH es 
institucionalizado en INIFOM. 

3． Programa de capacitación a las 
municipalidades es autorizada 
por INIFOM. 

1. Documento de autorización 
emitido por INIFOM 

2. Descripción de Puestos de 
Trabajo (DPT) de INIFOM que 
incluyan las actividades del 
programa de apoyo. 

3. Documento de autorización 
emitido por INIFOM. 

 

1． La voluntad de las 
Municipalidades para 
el desarrollo del 
PMDH no cambia.  
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Resultados Esperados 

1. Guía Metodológica operacional para el desarrollo de 
PMDH es elaborada con la colaboración de las 
municipalidades pilotos 

 

1． Todos los usuarios en las 
municipalidades pilotos están 
satisfechos con la guía 
metodológica.  

 

1． Cuestionarios realizados a  
usuarios de las municipalidades 
pilotos. 

 
1. La Estrategia 

organizacional de 
INIFOM para el 
Sistema de 
Planificación 
Municipal para el 
Desarrollo Humano 
no cambia. 

2. El programa factible y efectivo de apoyo para el 
desarrollo de PMDH es establecido en INIFOM con la 
colaboración de las municipalidades pilotos. 

1． Numero de técnicos de 
INIFOM involucrados en el 
suministro de los servicios de 
apoyo a las municipalidades. 

2． Todos los técnicos de INIFOM 
están convencidos en la 
importancia de suministrar los 
servicios de apoyo a las 
municipalidades.  

3． Todos los usuarios de las 
municipalidades pilotos están 
satisfechos con los servicios de 
apoyo de INIFOM 

1． Listado de técnicos de INIFOM 
involucrados en el suministro de 
los servicios de apoyo, como 
parte del manual procedimental 
del programa de apoyo. 

2． Cuestionario realizado a técnicos 
de INIFOM involucrados en el 
programa de Apoyo. 

3． Cuestionarios realizados a los 
usuarios de las municipalidades 
pilotos. 

3. El programa practico de capacitación para el desarrollo de 
PMDH es establecido con la colaboración de las 
municipalidades pilotos.  

1． Número de capacitadores de 
cada tema. 

2． Todos los participantes de los 
cursos de las municipalidades 
pilotos están satisfechos con el 
programa de capacitación. 

1. Currículo de capacitación y lista 
de capacitadores del programa de 
capacitación para el desarrollo de 
PMDH. 

2. Informe de evaluación sobre el 
programa de capacitación para el 
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3． Todos los participantes de las 
municipalidades pilotos 
adquieren las capacidades 
necesarias para el desarrollo de 
PMDH.  

desarrollo e implementación de 
PMDH. 

3. Examen o entrevista a los 
participantes del programa de 
capacitación. 

Actividades Aportes Condiciones previas 

1-1 Recopilar y analizar información relacionada al SPMDH 
y las iniciativas municipales para el desarrollo de 
PMDH. 

1-2 Recopilar y analizar información relacionadas a Planes 
de Desarrollo Municipal de mediano plazo de otros 
países.  

1-3 Desarrollar guía metodológica tentativa (ve.0) a través de 
los resultados obtenidos en las actividades 1-1 y 1-2. 

1-4 Examinar la guía metodológica tentativa (ver.0) a través 
de los ensayos realizados en las municipalidades pilotos. 

1-5 Recopilar y analizar datos necesarios resultantes de la 
actividad 1-4 y de los sistemas municipales existentes 
(*). 

1-6 Desarrollar guía metodológica tentativa (ver.1) 
basándose en resultados de actividades 1-4 y 1-5. 

1-7 Examinar la guía metodológica tentativa (ver.1) a través 
de los ensayos realizados en municipalidades piloto. 

1-8 Desarrollar la guía metodológica (final) basándose en las 

Contraparte nicaragüense 
 (INIFOM) 

 Asignación de contraparte y 
personal administrativo  

 Asignación presupuesto para 
los gastos del Proyecto 

 Provisión de equipos y útiles 
para la oficina 

 Oficina para el Proyecto 
 Permisos y aprobaciones 

oficiales necesarias para la 
ejecución del Proyecto. 

Contraparte japonesa 
(JICA) 

 Asignación de Expertos de largo 
plazo y corto plazo. 

 Capacitación de las contrapartes y 
personales relacionados del 
Proyecto en Japón y en los 
Terceros Países. 

 Asignación de presupuesto para las 
actividades relacionadas a los 
Expertos. 

 
1. Contrapartes 

nicaragüenses 
reconocen la 
necesidad de mejorar 
el Sistema de 
Planificación 
Municipal de 
desarrollo Humano 
(SPMDH) como 
agenda prioritaria. 
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observaciones obtenidas de la actividad 1-7 y realizar las 
modificaciones pertinentes al SPMDH. 

……………………………………………………… 
2-1 Elaborar borrador del manual procedimental del 

programa de apoyo tentativo (ver.0) en INIFOM para 
desarrollar los PMDH, basándose en las observaciones 
obtenidas de actividades 1-4 y 1-5. 

2-2 Examinar el manual procedimental tentativo del 
programa de apoyo (ver.0) a través de los  ensayos 
realizados con las municipalidades piloto. 

2-3 Desarrollar el manual procedimental tentativo del 
programa de apoyo (final), basándose en los resultados 
obtenidos de la actividad 2-2. 

3-1 Diagnosticar y establecer el manejo de las herramientas  
de información que contribuyen a desarrollar el HDMP. 

3-2 Elaborar programa tentativo de capacitación para el  
desarrollo de PMDH. 

3-3 Conducir el ensayo del programa de capacitaciones para 
el desarrollo de PMDH. 

3-4 Realizar las modificaciones pertinentes al programa de 
capacitaciones tentativo y elaborar el programa de 

capacitación para el desarrollo de PMDH. 
3-5 Conducir programa de capacitación para la 

implementación de PMDH. 
(*) Municipal Inforamción System (SIM), Municipal Cadaster System (SISCAT) and Financial and Administrative Municipal System (SIAFM) 
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Ver.2（2016年 6月 30日運営指導調査 M/M締結時） 

 

Marco Lógico (Matriz de Diseño de Proyecto: PDM) 

Nombre del Proyecto: Proyecto para Fortalecimiento a la Gestión Municipal para el Desarrollo Local.  

Institución a cargo: Instituto Nicaragüense de Fomento Municipal (INIFOM). 

Grupo Meta: Dirección de Planificación / INIFOM, Departamento de Planificación /Municipalidades Pilotos. 

Período de ejecución del proyecto:  

Lugar del Proyecto: Managua, Sitios Pilotos: Masaya, Jinotega y Diriamba 

Ver.2: 30 de Junio del 2016 

Resumen del Proyecto Indicadores de Verificación Medios de Verificación Supuestos Importantes 

Objetivo Superior  
Plan Municipal de Desarrollo Humano (PMDH) está 
funcionando en los Municipios Seleccionados. 

1. Numero de PMDH.  
2. Número de proyectos 

ejecutados alineados al PMDH. 

1. Lista de PMDH de INIFOM. 
2. Reporte del Sistema de 

Información Municipal (SIM)   

 

Objetivo del Proyecto 

El marco sostenible para el desarrollo de PMDH es activado 
por INIFOM con la colaboración de las municipalidades 
pilotos.  

1． Guía Metodológica para el 
desarrollo de PMDH es 
autorizada por INIFOM. 

2． El programa de apoyo para el 
desarrollo del PMDH es 
institucionalizado en INIFOM. 

3． Programa de capacitación a las 
municipalidades es autorizada 
por INIFOM. 

1. Documento de autorización 
emitido por INIFOM 

2. Descripción de Puestos de 
Trabajo (DPT) de INIFOM que 
incluyan las actividades del 
programa de apoyo. 

3. Documento de autorización 
emitido por INIFOM. 

 

1． La voluntad de las 
Municipalidades 
para el desarrollo 
del PMDH no 
cambia.  



6 

Resultados Esperados 

1. Guía Metodológica operacional para el desarrollo de 
PMDH es elaborada con la colaboración de las 
municipalidades pilotos 

 

1． Todos los usuarios en las 
municipalidades pilotos están 
satisfechos con la guía 
metodológica.  

 

1． Cuestionarios realizados a  
usuarios de las municipalidades 
pilotos. 

 
1. La Estrategia 

organizacional de 
INIFOM para el 
Sistema de 
Planificación 
Municipal para el 
Desarrollo 
Humano no 
cambia. 

2. El programa factible y efectivo de apoyo para el 
desarrollo de PMDH es establecido en INIFOM con la 
colaboración de las municipalidades pilotos. 

1． Numero de técnicos de 
INIFOM involucrados en el 
suministro de los servicios de 
apoyo a las municipalidades. 

2． Todos los técnicos de INIFOM 
están convencidos en la 
importancia de suministrar los 
servicios de apoyo a las 
municipalidades.  

3． Todos los usuarios de las 
municipalidades pilotos están 
satisfechos con los servicios de 
apoyo de INIFOM 

1． Listado de técnicos de INIFOM 
involucrados en el suministro de 
los servicios de apoyo, como 
parte del manual procedimental 
del programa de apoyo. 

2． Cuestionario realizado a técnicos 
de INIFOM involucrados en el 
programa de Apoyo. 

3． Cuestionarios realizados a los 
usuarios de las municipalidades 
pilotos. 

3. El programa práctico de capacitación para el desarrollo de 
PMDH es establecido con la colaboración de las 
municipalidades pilotos.  

1． Número de capacitadores de 
cada tema. 

2． Todos los participantes de los 
cursos de las municipalidades 
pilotos están satisfechos con el 
programa de capacitación. 

1. Currículo de capacitación y lista 
de capacitadores del programa de 
capacitación para el desarrollo de 
PMDH. 

2. Informe de evaluación sobre el 
programa de capacitación para el 
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3． Todos los participantes de las 
municipalidades pilotos 
adquieren las capacidades 
necesarias para el desarrollo de 
PMDH.  

desarrollo e implementación de 
PMDH. 

3. Examen o entrevista a los 
participantes del programa de 
capacitación. 

Actividades Aportes Condiciones previas 

1-1 Recopilar y analizar información relacionada al SPMDH 
y las iniciativas municipales para el desarrollo de 
PMDH. 

1-2 Recopilar y analizar información relacionadas a Planes 
de Desarrollo Municipal de mediano plazo de otros 
países.  

1-3 Desarrollar guía metodológica tentativa (ve.0) a través de 
los resultados obtenidos en las actividades 1-1 y 1-2. 

1-4 Examinar la guía metodológica tentativa (ver.0) a través 
de los ensayos realizados en las municipalidades pilotos. 

1-5 Recopilar y analizar datos necesarios resultantes de la 
actividad 1-4 y de los sistemas municipales existentes 
(*). 

1-6 Desarrollar guía metodológica tentativa (ver.1) 
basándose en resultados de actividades 1-4 y 1-5. 

1-7 Examinar la guía metodológica tentativa (ver.1) a través 
de los ensayos realizados en municipalidades piloto. 

1-8 Desarrollar la guía metodológica (final) basándose en las 

Contraparte nicaragüense 
 (INIFOM) 

 Asignación de contraparte y 
personal administrativo  

 Asignación presupuesto para 
los gastos del Proyecto 

 Provisión de equipos y útiles 
para la oficina 

 Oficina para el Proyecto 
 Permisos y aprobaciones 

oficiales necesarias para la 
ejecución del Proyecto. 

Contraparte japonesa 
(JICA) 

 Asignación de Expertos de largo 
plazo y corto plazo. 

 Capacitación de las contrapartes y 
personales relacionados del 
Proyecto en Japón y en los 
Terceros Países. 

 Asignación de presupuesto para las 
actividades relacionadas a los 
Expertos. 

 
1. Contrapartes 

nicaragüenses 
reconocen la 
necesidad de 
mejorar el Sistema 
de Planificación 
Municipal de 
desarrollo Humano 
(SPMDH) como 
agenda prioritaria. 
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observaciones obtenidas de la actividad 1-7 y realizar las 
modificaciones pertinentes al SPMDH. 

1-9 Rretroalimentar los problemáticas del aspecto operativo 
mediante el seguimiento de las actividades después de la 
elaboración de PMDH por los municipio pilotos del 
primer año. 

……………………………………………………… 
2-1 Elaborar borrador del manual procedimental del 

programa de apoyo tentativo (ver.0) en INIFOM para 
desarrollar los PMDH, basándose en las observaciones 
obtenidas de actividades 1-4 y 1-5. 

2-2 Examinar el manual procedimental tentativo del 
programa de apoyo (ver.0) a través de los  ensayos 
realizados con las municipalidades piloto. 

2-3 Desarrollar el manual procedimental tentativo del 
programa de apoyo (final), basándose en los resultados 
obtenidos de la actividad 2-2. 

3-1 Diagnosticar y establecer el manejo de las herramientas  
de información que contribuyen a desarrollar el HDMP. 

3-2 Elaborar programa tentativo de capacitación para el  
desarrollo de PMDH. 

3-3 Conducir el ensayo del programa de capacitaciones para 
el desarrollo de PMDH. 

3-4 Realizar las modificaciones pertinentes al programa de 



9 

capacitaciones tentativo y elaborar el programa de 

capacitación para el desarrollo de PMDH. 
3-5 Conducir programa de capacitación para la 

implementación de PMDH. 

(*) Municipal Inforamción System (SIM), Municipal Cadaster System (SISCAT) and Financial and Administrative Municipal System (SIAFM) 
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